
 

私 共は、Compliance（法 令 順 守）とＣＳＲ（社 会 的 責 任）は勿 論、傑 出した CO2 削 減 装置 、 

高 機能 GF、更 に最良 のメンテ力 により､掛 替 えなき安 全 性と快 適 性と環 境 性 を実 現し、些 

かでも社 会 の繁 栄と発 展 に寄与していく事 を念願し、使 命として、日 々、精 励 していきたい。 

更 に事 故 も怪 我 も病 気 もなく、日 々、つつがなき安 寧 に、心より深 謝し、顧 客 満 足 度向 上 

へ、更なる情熱と智 力 を傾 注し、以 下 の項 目 を誠 実 に、順 守していく事を誓 い合 いたい。 

   １）誤 魔化 しも、手 抜 きも、間 違 いもなく  

   ２）誠 実に、真 面目 に、丁 寧 に、且 つ勤 勉に  

   ３）無 事故・無 違 反・無 災 害・ノーエラー・ノークレイム・ノートラブルであれ 

   ４）大 事は小 事 に在 り。小 事 に潜 在する危 険を察 知し、確 実 に克服 せよ 

   ５）万 事は一 事 に在 り。一 事 に内 在する本 質を凝 視し、真 摯 に解決 せよ 

 

また関 係 者 の温恵 恩 愛 を夢 寐にも忘れず、切に祈 らん 

   １）顧 客各 位 の成 功 勝 利と価値 創 造と繁 栄 発 展を 

   ２）社 員家 族 の無 事 安 穏と健康 長 寿と安 寧 静 謐を 

   ３）弊 社自 身 の前 進 躍 動と不撓 不 屈と創 造 開 拓を 

 

更 に一 瞬 の静 穏もなき、騒 擾やまざる多事 多 難 の世 相なれば 

   １）グローバル化 の激 流、スタグフレーションの脅 威にも、毫も怯 まぬ智 慧と勇 気を 

   ２）パンデミックに戦 慄し、地 震 災 害 に畏 怖し震 撼するも、常 に強靭 不 屈であれかし 

 

All growth and success depends upon yourself's activity.  

全ての成 長と成 功 は、汝 自 身の一 念 の強 弱 に在り。（ST Coleridge） 

 

仕 事は権 利であって義 務 ではない｡仕 事そのものは会 社から課 せられた義 務 であっても 

それを通じて自 己 を磨き､自 己を輝 かせ､自 己 を発 揮していくという点 に於 て権 利なのだ。 

権 利と感じていく所 に喜 悦 があり、主 体 者としての充 実 感が生 れる｡ （President D.I） 

毀 誉 褒貶 も賞讃 侮 蔑も、ただ夢 になして十年 一 剣 を磨 くのだ!!安 らぎも寛 ぎも華 やぎも夢 に

なして、必 死 に、十 年 一 日 の如 く鍛 錬し彫 琢し鏤 骨 しゆくのだ。幾多 の恥 辱、憂 悶にもたじ

ろかず、3 年 5 年と、ひたすら悪 戦 苦 闘しゆくのだ。惰 弱な疎 外 感、劣 等 感、依 存 心に、毫も

甘えぬ強 靭な内 奥を、倦 ます弛まず、確立しゆくのだ。そして 7 年 後 10 年 後 に、100 年 先、 

200 年先 にも通 用する真 実の中 の真 実、本 物の中 の本 物 を、必 ず、必 ず、会 得するのだ!!

更 に愚 痴 も怨 嫉 も慢 心 も打ち捨てて、安 祥 なる究 極の境 涯 めざし、勇 猛 果 敢 に且 つ着 実

堅 実に鍛 錬しぬくのだ!!されば友よ、かつて自 身 がそうであった如く、目 標 も理 想も、未 来 も

希 望も見 失 いし人々に、炎と燃 ゆる熱 誠と忍 辱 こそあれば、無 我 夢 中 に奮 闘し苦 悶する一

心 不 乱の苦 闘さえあれば、夢 は必 ず叶う、熱 望 は必 ず成就 するという不 敗 の鉄 則 を証明 し

ゆくのだ。藁 屑 の如く不 遇 に蹲る失意と絶 望と蹉 跌 にさえ、熾烈 な不 退の闘 争 こそあれば

必 ずや「難 即 悟 達」の勝 利の方 程 式を味 到しうる事を実 証しぬくのだ。そして春 秋 に富 む魂

に、その心の憂さと歎 きを癒し、寸 分 でも希 望の一 助となりゆくのだ。ああ、友 よ、幾山 河 に

夢 破れ、全てに行 詰り、襤 褸の如 く鬱憂 煩 悶 に、打 ちひしがれし我が昔 日を顧みれば、涙 、

未だ禁じ得 ず!!されば我が如く、夢なくし、行 場なく打 ち捨てられし魂よ、哀 れあわいにすぎず 

とも、例えたまゆらの幻想 にすぎずとも、せめて、勇 気と希 望を、その心 に灯し、その再 生 の

足 掛りと成り得 れば、ああ、これにすぐる望 外 の喜 びはない!故 に友よ、今日 も、一 切の虚 妄

と虚 飾を打ち払 い、欝辱 も疲 弊も乗り越 えて、愚 直 に四海 の静 謐を祈りゆこう!!自 身の栄 達

と野 望の為 ではなく、又、かりそめの逸 楽 も慰 撫 もなくとも、ささやかな報 恩と感 謝のために

せめて平 安と安寧 を祈り、ひたすら人 生の至 福 の宝 珠を求 めて、今 日も獅 子 吼しゆくのだ!! 

 


